
 

科目名 担当教員名 授業形態 単位数 資格 大学 DP 学科 DP 学習成果 

英語Ⅰ 伊藤 怜 演習 ２  ４ ３ 1,3 

授業概要 

授業目的 

様々なテーマ、文章形式を扱った教科書を使用し、文章の精読、和訳を通して基礎的な文法、読解力

を養う。英語運用においては大きくリーディング、リスニング、ライティング、スピーキングの４技

能が必要となるが、その全ての基礎となるのが文法であり、文法の理解なしにはいずれの技能の獲得

も難しい。 

当授業では、分野、形式を問わず様々な文章を読むことで、広範な英語使用の例に触れながら、基礎

的なリーディング能力を獲得し、今後どのような英文に対しても一定の理解ができるという状態にな

ることを目指す。 

到達目標 

①語彙を増強し、基礎的な文法事項を習得すること。 

②構造が複雑な文でも正確に和訳できるようになること。 

③比較的長い英語の文章を読むことに慣れ、その内容を正確に理解できるようになること。 

回 学習内容 回 学習内容 

1 授業説明・イントロダクション 16 前期試験解説・後期授業説明 

2 Unit 1 第１段落と第２段落 17 Unit 5 第１段落～第３段落 

3 Unit 1 第３段落と第４段落 18 Unit 5 第４段落～第６段落 

4 Unit 1 第５段落と第６段落 19 Unit 5 の内容に関連する英文 

5 Unit 2 第１段落と第２段落 20 Unit 6 第１段落～第３段落 

6 Unit 2 第３段落と第４段落 21 Unit 6 第４段落～第６段落 

7 Unit 2 第５段落と第６段落 22 Unit 6 の内容に関連する英文 

8 Unit 3 第１段落と第２段落 23 Unit 7 第１段落～第３段落 

9 Unit 3 第３段落と第４段落 24 Unit 7 第４段落～第６段落 

10 Unit 3 第５段落と第６段落 25 Unit 7 の内容に関連する英文 

11 Unit 4 第１段落と第２段落 26 Unit 11 第１段落～第３段落 

12 Unit 4 第３段落と第４段落 27 Unit 11 第４段落～第６段落 

13 Unit 4 第５段落と第６段落 28 Unit 11 の内容に関連する英文 

14 前期まとめ 29 後期まとめ 

15 試験 30 試験 

予習内容 

復習内容 

予習：授業前日までに課題（自習プリントの逐語訳および和訳）を完成させ、提出する。 

復習：授業内で用いた資料を基に単語・文法事項・和訳の確認をし、自分で説明できるようにする。 

教科書 Reading Fusion 1（Andrew E. Bennett 著、南雲堂） また、必要に応じて補助資料を配布する。 

成績評価 

「授業中のアクティビティ」(28％)、「課題（自習プリント）」（12％）、試験（60％）を基準に評

価する。提出物やアクティビティ、試験の形式についてはその都度説明するが、いずれもテキストの

内容とレベルに基づいたものである。特にアクティビティは、取り組む姿勢も評価対象とする。 

実務経験  

その他 

特記事項 

・辞書は各自持参すること。授業中の携帯電話その他通信機器の使用は禁じる。 

・受講生の理解度によっては上記授業計画の一部を変更することもある。 

・半期で「欠席が５回」あるいは「課題未提出が４回」を越えた場合は評価の対象外とする。 
 


